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修士論文要旨
問題と目的
　いじめや不登校は依然として社会的・教育的問題である。
特に，中学１年生が新しい環境に適応できず，いじめや不
登校が急増する現象は「中１ギャップ」と呼ばれ（新潟県
教育委員会，2005），各教育委員会が中心となって解消への
取組を進めているが，成果を上げているとは言い難い。
　内藤・浅川・小泉・米澤（1985），小泉・藤田（1993）は，
出身小学校によって生じる集団所属が，中学１年生の適応
過程に与える影響を検討し，多数派と男子が適応的である
ことを明らかにした。高橋・小出・北林・福島・鉾谷・福
島・鵜飼（2010）は，小学６年時と中学１年時の適応感を
比較し，両者の平均に差はなく，環境の違いから「中１
ギャップ」が生じると論じるには問題があると指摘した。
　先行研究は国公立校で調査を行っている。東京都（2012）
では中学生の24.94％が私立校に通うため，私立校における
「中１ギャップ」の実態把握は今日的な課題だと考える。
　本研究は，私立小学校と私立中学校における適応状態の
比較から「中１ギャップ」の実態を把握し，私立校におけ
る「中1ギャップ」解消の取組に資することを目的とする。
方法
分析対象者と調査時期　都内の私立小１校における３年間
の６年生185名（男子72名，女子113名）と，系列の私立中
１校における３年間の１年生138名（男子44名，女子94名）
であった。６年時と１年時に回答した87名（男子21名，女
子66名）は，縦断的な分析の対象とした。調査時期は2010
年から2013年までの６，７月であった。
調査内容　楽しい学校生活を送るためのアンケート（河村，
1997，QUESTIONNAIRE-UTILITIES：以下Q-Uとする）
が使用された。Q-Uは，やる気のあるクラスをつくるため
のアンケートと，いごこちのよいクラスにするためのアン
ケートから構成される。学校生活意欲得点は意欲や適応度
を，承認得点は承認感を，被侵害得点は不適応感やいじめ・
冷やかしを受けているかどうかを測定する。
結果
中学１年生の適応状態　３（卒業年度：2010，2011，2012）
×２（性別：男女）×２（出身：系列，非系列）を独立変
数とし，各得点を従属変数とした対応のない３要因の分散
分析を行った。その結果，学校生活意欲得点において，卒
業年度，性別，出身要因の主効果に有意な差が認められた
（F（2,126）=4.88，p<.01；F（1,126）=4.67，p<.05，男子<
女子；F（1,126）=9.18，p<.01，非系列<系列）。また，承認
得点，非侵害得点においても，出身要因の主効果に有意な
差が認められた（F（1,126）=10.57，p<.001，非系列<系列；
F（1,126）=14.15，p<.001，系列<非系列）。
小学６年時と中学１年時の適応状態の比較　２（時期：小
学６年時，中学１年時）×３（卒業年度：2010，2011，2012）
×２（性別：男女）を独立変数とし，各得点を従属変数とし
た対応のある３要因の分散分析を行った。その結果，学校
生活意欲得点において，時期要因と卒業年度要因の交互作
用において，有意な差が認められた（F（2,81）=3.60，p<.05）。
考察
中学１年生の適応状態　中学１年生の意欲や適応度には，
卒業年度，性別，出身によって差が認められた。適応状態
には卒業年度によって差があり，系列出身と女子が適応的
だと推察される。女子の適応状態が高い結果には，研究協
力校が共学化されてからの歴史が浅く，女子が多数派であ
ることが影響していると考えられる。また，非系列出身は
クラスに居場所があると感じ難く，いじめ被害を受けてい
る可能性や不登校に繋がる可能性があることが推察される。
小学６年時と中学１年時の適応状態の比較　意欲や適応度
には卒業年度によって差があり，中学１年時が高い場合も
あることが推察される。
総合考察　本研究の目的は，私立中学校における「中１
ギャップ」の実態を把握することである。検証の結果，系
列出身の適応状態は低下していないので，私立中学校にお
いて「中１ギャップ」が生じているとは考え難いことが示
唆される。しかし，中学１年生では，系列出身と非系列出身
の適応状態に差があることが示唆される。従って，私立中
学校においては，系列出身と非系列出身の間にある適応状
態のギャップを低減させる取組が必要であると考えられる。
本研究の問題点と課題　３年間の分析であったため，結果
に卒業年度が影響することが多く，研究協力校の実態を捉
えているか疑問が残る。また，中学１年時の適応状態につ
いては，先行研究とは異なる結果となった。「中１ギャッ
プ」の定義や先行研究を見直し，「中１ギャップ」の検証に
妥当な尺度を再検討する必要があると考える。
私立中学校における「中１ギャップ」の検討
―小学６年時と中学１年時の適応感ならびに出身小学校別適応感―
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